
Ⅵ 地域支援 

1 人材育成業務 

（1）地域保健・福祉・環境衛生関係職員等研修事業 

 多様化する住民ニーズや価値観、ライフスタイルの中で、保健・福祉・環境衛生という住民に密

着した身近な課題について、きめ細かく総合的なサービス提供していくためには、地域保健・医療

福祉・環境衛生を担うマンパワーの養成が重要です。 

 そのために、二次医療圏（丹南健康福祉センター管轄）ごとに研修を企画・実施し、地域特性に

対応した複合的で質の高いサービスを提供できるよう、保健・福祉・環境衛生関係職員の資質向上

を図ることを目的に開催しました。 

 

ア 企画検討委員会 

 研修に関して、実施計画の策定や評価についての検討を行うために、企画検討委員会を設置し、

会議を開催しました。 

 

表 1 企画検討委員会開催状況 

日 時 検討内容 

平成 22 年 7 月 5 日 
平成 21 年度研修事業の実施状況について 

平成 22 年度研修事業の計画策定について 

平成 23 年 3 月 23 日 
平成 22 年度研修事業の実施状況について 

平成 23 年度研修事業（4～6月開催分）の計画策定について 

 
 

表 2 企画検討委員の選出所属 

所属分野 職 名 

市町 環境衛生分野 職 員 

市町 保健分野 職  員 

市町 福祉分野 職  員 

丹南健康福祉センター 医幹・職員 

委員数 9 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 一般研修 

 市町や丹南健康福祉センターにおいて異動や新規採用等により、保健・福祉・環境衛生等の担当

となった職員に対し、保健・福祉・環境衛生の基礎および専門的知識の習得、サービス提供技術の

向上を目的として研修を開催しました。研修の実施状況は以下のとおりです。 

 

 ・学習目標：異動や新規採用職員が、公衆衛生や地域保健について理解を深め、市町と県の役割を 

理解することで職務の執行に活かす。 

 

表 3 一般研修内容 

実施日・会場 内   容 講  師 参加人数 

平成 22 年 
4 月 27 日 

 
丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

異動・新規採用職員研修 
① 介護保険実務者向け 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 
地域保健課職員 

県 8 名 
市町 19 名 
計 27 名 

5 月 13 日 
 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

異動・新規採用職員研修 
② 環境衛生分野 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 
武藤 眞 医幹 

 
環境衛生部 
竹内良一 部長 
 

生活衛生課職員 

県 13 名 
市町 4 名 
計 17 名 

5 月 18 日 
 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

異動・新規採用職員研修 
③ 保健・福祉分野 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 
武藤 眞 医幹 

 
福祉保健部 
長谷川まゆみ 部長 

 
越前市社会福祉課 

木津真由美 主幹 
 
越前町保健衛生課 
  吉田直子 課長補佐 

県 12 名 
市町 10 名 
計 22 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ 実践研修 

 保健・福祉・環境衛生の専門的知識の習得、サービス提供技術の向上を目指し、ワークショップに 

よる体験型学習法を取り入れ、研修会を企画しました。 

 

  ・学習目標：①丹南健康福祉センターと市町の職員が互いの役割を理解し、情報交換や交流、協働 

体験を通して職員間のネットワークを構築する。 

②自分の業務運営の課題に気づき、業務に必要な専門的知識、コミュニケーション能 

力、思考能力、実行能力を習得する。 

 

表 4 実践研修内容 

実施日・会場 内   容 講  師 参加人数 

平成 22 年 
8 月 10 日 

 
丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

客観的データに基づいた地域診断の
実践～がんの統計データを用いて～ 
 ①講義「地域診断とは」 
 ②グループワーク 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 
鯖江健康増進課職員 

県  10 名 
市町  8 名 
計 18 名 

9 月 21 日 
 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

行列が出来る講座の企画立案～地域
住民にとって魅力ある講座の創り
方・伝え方～ 
 ①講義「行列のできる講座とチラ 

シの作り方」 
 ②チラシ修正実習 

福井大学医学部 
看護学科地域保健学 
米澤 洋美 講師 

県 11 名 
市町 11 名 
計 22 名 

10 月 8 日 
 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

母子保健と児童福祉の連携・協働を考
える 
 ①情報交換 

②事例を通して支援方法を検討 

仁愛大学 
人間学部心理学科 

  森 俊之 准教授 

県  6 名 
市町 14 名 
計 20 名 

平成 23 年 
1 月 7 日 

 
丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

結果が出せる事業運営講座 
①講義「結果が出せる事業運営 
～事業評価のテク二ック～ 

 ②グループワーク 
 ③個別演習 

福井大学医学部 
看護学科地域保健学 
米澤 洋美 講師 

県 7 名 
市町 4 名 
計 11 名 

1 月 21 日 
 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

近隣トラブルを考える～行政に求め
られる役割と対応～ 
 ①グループワーク 
 ②事例検討 

仁愛大学 
 人間学部心理学科 
  森 俊之 准教授 

県 2 名 
市町 5 名 
計 7 名 

3 月 10 日 
 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

狂犬病対応を通して人獣共通感染症
を考える 

①講演「人獣共通感染症～狂犬病 
の脅威と予防～」 

②狂犬病発生時対応シミュレー 
ション・トレーニング 

山田動物病院 
 山田茂夫 院長 
 
丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

生活衛生課職員 

県 11 名 
市町 7 名 

その他 16名 
計 34 名 

 

 



（２）医師臨床研修・学生指導 

表 1 医師臨床研修                            平成 22 年度 

研 修 期 間 研修病院 人数 

１ 平成 22年 6 月 21 日（月） ～ 6 月 25 日（金） 福井赤十字病院 １人 

２ 平成 22年 6 月 28 日（月） ～ 7 月 2 日（金） 福井県済生会病院 １人 

３ 平成 22年 7 月 26 日（月） ～ 7 月 30 日（金） 福井県済生会病院 １人 

４ 平成 22年 8 月 23 日（月） ～ 8 月 27 日（金） 福井赤十字病院 １人 

５ 平成 22年 9 月 27 日（月） ～10 月 1 日（金）  福井県済生会病院 １人 

６ 平成 22年 11 月 22 日（月）～11月 29 日（月）  福井赤十字病院 １人 

 

表 2 医療・看護・管理栄養士等学生実習  

学校名 
平成22年度実績 

実習期間 実習場所 人数 

福井大学医学部 

国際社会医学講座環境保健学 
平成22年5月7日～6月18日（週1回 計7回） 鯖江 5人 

福井県立大学看護福祉学部 

看護学科 

平成 22年 4 月 22 日（木）～4月 28 日(水) 
鯖江 

武生 
5 人 

平成 22年 10 月 4 日(月）～10 月 8 日(金) 
鯖江 

武生 
6 人 

福井大学医学部 

看護学科 

平成 22年 6 月 7日（月）～6月 11 日（金） 
鯖江 

武生 
5 人 

平成 22年 6 月 14 日（月）～6月 18 日（金） 
鯖江 

武生 
5 人 

平成 22年 11 月 22 日（月）～11月 26 日（金） 
鯖江 

武生 
10 人 

福井県立看護専門学校 
平成 22年 7 月 12 日（月）～8月 6日（金） 

（期間内に 1人 1.5 日） 

鯖江 

武生 
6 人 

福井医療技術短期大学  

看護学科 
平成 22年 9 月 3日（金） 鯖江 14 人 

福井市医師会 

看護専門学校 
平成 23年 3 月 10 日（木） 鯖江 12 人 

仁愛女子短期大学専攻科 

食物栄養専攻 
平成 22年 9 月 2日（木）～9月 8日(水) 

鯖江 

武生 
5 人 

神戸女子大学家政学部 

管理栄養士養成課程 
平成 22年 9 月 2日（木）～9月 8日(水) 

鯖江 

武生 
1 人 

 

 

 



2 社会福祉施設等指導監査業務 

（１）社会福祉施設等指導監査 

  社会福祉施設・介護保険施設等の適切な運営の確保とサービスの質の向上を図るため、指導監査を

実施しています。 

 

 表 1 社会福祉施設等の指導監査実施数                    平成 22 年度 

施設 

種別 
児童福祉施設 

養護老人ホーム

軽費老人ホーム 
介護保険施設・事業所 

障害者福祉施設 

( 旧 法 施 設 ) 

障害福祉サ－ビス事業所 

（障害者自立支援法） 

実施数 33 3 172 1 16 

 

 


